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【自然と人間の関係について】 
先週、ｸﾛﾂﾗﾍﾗｻｷﾞという貴重種を

守ることを目的としたセミナーに

参加してきました。面白いことに、

主催は環境保護団体でなく、大学

の景観まちづくり研究室で、風景

デザイン研究会が後援です。 
話は、福岡市で議論を呼んでい

る博多湾の人工島に生息するよう

になったこのｸﾛﾂﾗﾍﾗｻｷﾞというシ

ギの仲間の珍しい鳥の保全につい

ていかに市民と連帯を持つかです

が、なにしろ、土地造成のため無

理矢理に博多湾を埋め立ててつく

った人工島の一部が、土地が売れ

なくほったらかしにしている間に

良好な湿地環境となり、そこにく

だんの鳥が韓国等から渡ってくる

ようになったことになっています

ので、都市問題もからまって、ま

た市長選挙もまじかにあって、な

かなか微妙な問題と化しています。 
開発する市側も、湿地環境を取

り入れたエコ型の都市開発と名を

うち、環境と開発の両立した事業

としたいようですが、アメリカの

先生の話では、ｸﾛﾂﾗﾍﾗｻｷﾞの逃避距

離？は 500m ときわめて長く、こ

の通り保全区域を設定すると、人

工島そのものが開発する場所がな

くなってしまうことになり、市と

しては本末転倒ということで、な

んとか 250m でご勘弁をというよ

うな状況のように聞こえました。 
そのことはさておき、アメリカ

の先生の話に出てきた、いかに市

民に環境の重要性を理解してもら

うか、特に、身の回りに実際に存

在する環境についてというテーマ

は、私たちにも大きな問題を投げ

かけているような気がします。 
身の回りから身近な生き物がい

なくなりつつあるという話はもう

すでにどこでも聞く話ですが、地

球温暖化によりゲリラ降雨が発生

し大変なことになる、あるいは、

土砂崩れも深層崩壊ということで、

より被害が大きな問題を引き起こ

しつつある等の話は、日常的にそ

の危険性をあおられていますが、

一方で、カタツムリを見かけなく

なった等の身近な環境の変化は、

だから何なのかという程度の反応

で、すこぶる不安感を与えている

とはいいがた状況にあります。一

時期、ミツバチがいなくなる、リ

ンゴをはじめ多くの果物や野菜が

食べられなくなると騒ぎましたが、

一過性のもので終わっています。 
 
さて、今日の話を本題の話を。 
「常識」とは何かが、ここでは

問われていて、特に、前段で視覚

の話が出てきます。ある社会に属

している人々が共通に持つ「常識」

は、社会を運営するに取って非常

に有用な考え方であるということ

は、ちょっと考えればすぐにわか

ります。とりあえずは、常識に従

って行動すれば、軋轢を感じるこ

となくスムーズに物事を進めるこ

とができる。この点で、「常識」と

は極めて社会運営上の有効なツー

ルです。しかし、常識は、打ち破

らねばならぬものであると中村氏

は言う。「常識とは、・・その統合

の仕方がある隔たりを持ったまま

固定化されたために、多様性を備

えた現実が十分に捉えられないか

らである」と。また、かつての人

間社会の常識は、見ることよりも

聞くことや触ることに重きを置い

ていたといい、その時代は、人間

と自然がより一体的なものとして

機能していが、視覚の位置が上が

るにつれて、自然と人間が切り離

され、かつ対立する存在になった

というのです。 
確かにイメージとしては共感で

き、現在の社会の価値は、視覚に

重要性を置いているのは事実です。

見た目に美しいものを求める。か

つては、「男は顔じゃないよ。心だ

よ」なんていって自分を慰めてい

ましたが、最近の女性も、イケメ

ンを追いかけるし(昔もそう？)、男
は昔から美人を求めるというのが

常識になっています。しかし、か

つては、見た目より、心、直接的

には語りかける声としての聴覚の

重要性や、やさしくなでる感覚と

して触覚の重要性に着目されてい

た時代があり、視覚は、これらを

補完するものであったという。 
風景と人間のかかわりをこのこ

とと置き換えて考えると、以前は、

風景ということを意識していなく、

生業の場としてしか見ていなかっ

たというのは、五感でいえば、耕

す土の感覚や、恵みの雨が顔にそ
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そぐ感覚のような触覚的なイメー

ジが先行していたからでしょう。

以前、書いたように日本では天皇

の国読みであったり、イギリスで

は都会人が田園風景に接すように

なったりと、視覚的に風景を見る

ようになり、そのおかげで視覚を

優先する風景というものが生まれ、

今では、風景というと見るものと

いう「常識」が固定化されていっ

たと考えることはできないでしょ

う。しかし、この常識というもの

は、しっかりと市民に根付いたも

のというよりは、専門家の間の常

識であり、市民感覚としての風景

に対する常識は定着していない。

これは、市民の意識の中に、かつ

ての触覚を基本とする風景の意識

が強く残っており、私たちが視覚

的な風景というものを訴えかけて

も、きちんとした反応が返ってこ

ない、そういう風に考えられない

でしょうか。視覚にとらえた風景

については、自分の関わることと

は別の世界の話であり、知識とし

て「風景を守らなければ」という

風に一般の人は、解釈しているの

ではないでしょうか。 
 
前述のｸﾛﾂﾗﾍﾗｻｷﾞを守る環境を

訴えていることに多くの市民が、

理解は示すものの、同調した行動

にならないのは、市民の感覚の中

の「自然」というものは、視覚レ

ベルのものではなく、しっかりと

過去の触覚的な「自然」が定着し

ており、啓発行動としてバードウ

オッチング等のイベントを実践し

ても、その触覚的なところに訴え

かけない限り、市民感情として動

かすことができないのではないの

だろうか、そう考えてしまいます。 
毎回のことですが、風景は健全

度で評価すべきというのは、視覚

ではなく、聴覚や触覚での感覚が

重要な判断材料ということを言い

たいのではないだろうか。 
また、今一度、風景というもの

の常識を捉えなおし、固定概念と

して多様性を失ってしまった常識

としての「風景」というものにと

らわれていないか、自分自身をチ

ェックしてみる必要がある。そん

な気がしてきました。 
 

     【続く】 

 


